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★注意事項★ 

１． 本試験の出題形式は、記述式 4問です。 

【事例記録】を読み、設問ごとに解答用紙の記入欄に記述してください。 

２． 解答用紙の受験番号・氏名に誤りがないか、確認してください。 

３． 試験中に机上に置ける物は、受験票、腕時計、筆記具(黒の鉛筆もしくはシャープペンシル・消しゴム) 

です。それ以外のもの(定規・メモ用紙・筆記用具入れ等)は机上に置かず、カバンなどの中にしまって 

ください。 

４． 受験票は、机上の通路側に見えるように置いてください。 

５． 試験室内では、携帯電話・スマートフォン・スマートウォッチ等全ての通信機器および電子機器、時計の

アラーム等、音の出る機器は使用禁止です。必ず電源を切り、カバンの中などにしまってください。 

６． 試験中は、乱丁・落丁・印刷不鮮明に関する質問以外はお受けできません。 

７． 不正行為があったときは、すべての解答が無効となります。 

８． 試験終了の合図が告げられたら、直ちに筆記具を置き、試験監督者の指示に従ってください。 

９． その他、試験監督者の指示に従ってください。指示に従わない場合は、失格となります。 

【退出時の注意事項】 

１． 試験開始後30分経過した時点で途中退出できます。途中退出する場合には、挙手し、試験監督者の

指示に従ってください。問題用紙はお持ち帰りください。 

２． 試験終了時刻5分前からは退出できません。試験終了後、試験監督者が解答用紙を回収しますので、

着席したまま静粛にお待ちください。 

実技（論述）試験 問題用紙 
実 施 日  ◆ 2025年 11月 2 日 （ 日 ） 

試験時間  ◆ 14：30～15：20(50分) 

無断転載・無断複製を禁ず 

○ 2025年 12月 17日（予定）に、受験者全員に結果通知書を送付いたします。 

○ 合格者は、以下の登録試験機関のウェブサイトに受験番号を掲載してお知らせします。 

https://www.career-shiken.org/result/ 



問題 次の【事例記録】を読み、以下の設問に答えなさい。解答は解答用紙の設問ごとに記述

すること。 

 

【事例記録】 

＊キャリアコンサルタントが今後の研鑽に生かすための、作成途中の事例記録 

相談者情報 ： 

Zさん、女性、21歳。実家暮らし 

略歴：四年制大学 人文社会学部 社会福祉学科 3年生 

家族構成：父 52 歳（会社員）、母 50 歳（パートタイマー）、妹 19 歳（大学 1 年生）、祖母 80 歳と 

同居 

面接日時： 2025年 11月上旬 本人の希望で来談（初回面談）  

相談の概要 ： 

【略Ａ】 

相談者の話した内容 ： 

カッコ内はキャリアコンサルタントの発言 

 

大学３年生になり、大学のキャリアセンター主催の就職ガイダンスに参加した。ガイダンスの中で、

夏休みは積極的にインターンシップに参加するようにと説明があった。この機会に福祉以外の業界も

知りたいと思い、なんとなくいいと思った会社や、友人に誘われた会社など、合計５社に参加してみた

けれど、結局自分が何をしたいのか分からなくなってしまった。 

 

（インターンシップには参加したけれど、何をしたいか分からなくなってしまったのですね。） 

 

自分にできることは何かと考えても思いつかないし、友人達と話をすると、みんなある程度は業界

を絞って考え始めており、自分だけ何をしたいのかも分からない状態で、このままではいけないと不

安になってきた。 

昔からおばあちゃん子で、祖母と二人でカフェ巡りをしたりしていたが、高校に入学した頃から祖

母の身体が弱ってきて、行政の福祉サービスを利用するようになった。その時に、高齢者やその家族

を支援する仕事があると知って素敵だなと感じ、社会福祉学科を目指すようになった。 

しかし実際に大学で学んでみると、高齢者だけでなく、児童や障がい者支援の分野もあって制度

や社会背景が複雑だし、実習などで現場の話を聞くと自分には荷が重く、向いていないのではと思

うようになった。 

 

（素敵だなと思って目指した社会福祉の分野だったけれど、仕事としては自分には向いていないと思

うようになったのですね。） 【下線Ｂ】 

 

両親は、せっかく大学で専門的に学んだのだから、それを活かせる仕事に就いてほしいと望んで

いる。自分でも大学まで行ったのだから、やっぱり福祉の仕事をしたほうがいいとは思うけれど、自

分には向いていないと思いながら就職活動をできる気がしない。でも、大学生活で身についた知識



といえば社会福祉分野だけだし、他に仕事に結びつくような経験も思いつかないので、心からやりた

いと思えるような仕事をどうやったら見つけられるのかが分からない。  

 

（他の業界を目指すとしても、心からやりたいと思えるような仕事の見つけ方が分からないのです

ね。） 

 

同じ学科の友人の中には、まったく違う業界を目指している人もたくさんいるけれど、みんなどう

やって決めたのだろう。やっぱりこのまま福祉分野の方が現実的だと思うから、ちゃんと続けていけ

るのか分からないけれど、ひとまず福祉で就職活動をするのがいいのかな…。 

 

（以下略） 

所感（キャリアコンサルタントの見立てと今後の方針） 

・【下線Ｂ】を応答した意図は、（以下略）      

 

（以下略） 

 

 

 

【設問】 

 

※注意事項：解答は全て解答用紙の行内に記入すること。裏面等に記入したものは採点されません。 

 

設問１ 事例記録の中の「相談の概要」【略Ａ】の記載に相当する、相談者がこの面談で相談したいこと

は何か。事例記録を手掛かりに記述せよ。（10点） 
 

 

設問２ 事例記録の【下線Ｂ】について、この事例を担当したキャリアコンサルタントがどのような意図で

応答したと考えるかを記述せよ。（10点） 

 

 

設問３ あなたが考える相談者の問題（①）とその根拠（②）について、相談者の言動を通じて、具体的

に記述せよ。（20点）2×10 点 

①問題 

②その根拠 

 

 

設問４ 設問３で答えた内容を踏まえ、今後あなたがこのケースを担当するとしたら、どのような方針で

キャリアコンサルティングを進めていくか記述せよ。（10点） 
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(2025.11)キャリアコンサルタント試験 実技（論述）解答用紙 

 

 

解答用紙 

 

 

 

【設問１】 事例記録の中の「相談の概要」【略Ａ】の記載に相当する、相談者がこの面談で相談したい

ことは何か。事例記録を手掛かりに記述せよ。 

 

 

 

【設問２】 事例記録の【下線Ｂ】について、この事例を担当したキャリアコンサルタントがどのような意

図で応答したと考えるかを記述せよ。 

 

 

 

【設問３】 あなたが考える相談者の問題（①）とその根拠（②）について、相談者の言動を通じて、具体

的に記述せよ。 

① 問題 

 

② その根拠 

 

 

 

【設問４】 設問３で答えた内容を踏まえ、今後あなたがこのケースを担当するとしたら、どのような方針

でキャリアコンサルティングを進めていくか記述せよ。 

 

 

  

 

 

 

注：解答用紙の裏面および行外に記述されたものは採点されません。 

 
受験者 

氏  名 
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